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V57a サブミリ波帯ＳＩＳフォトン検出器の性能向上
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　サブミリ波領域で感度が高い広帯域検出器として熱検出器であるボロメーターが使われてきたが、応答速度
が遅い、動作温度条件が厳しい、２次元の多量配列が困難、電磁干渉に弱い、振動に弱いなどの短所がある。
　これらの欠点を補うことのできる検出器としてＳＩＳ直接検出器がある。ＳＩＳ直接検出器にはフォトン検出
器とビデオ検出器があるが今回評価したのはビデオ検出器である。ＳＩＳトンネル接合に、超電導体のエネル
ギーギャップ以下の電磁波が入射すると、その入射電磁波による高周波電圧と、かけているバイアス電圧により
準粒子がトンネル電流として光子電流を検出できる。
　ＰＣＴＪと呼ばれるＳＩＳが２つ並列に結合した素子で、動作温度１.５Ｋ、バイアス電圧０.５ｍｖにて、量
子効率が０.０２と低いにもかかわらずＮＥＰ=6× 10−14(W/

√
Hz)を得た。リーク電流を抑えノイズを減らし

第一フォトンステップにバイアスをかけれるようにし、さらにＳＩＳの並列結合数を５つに増やしたＤＪ（Ｄｉ
ｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｊｕｎｃｔｉｏｎ）５または１０個用いたＤＪ１０で入射光とのマッチングをよくするこ
とにより、ＮＥＰ= 10−16(W/

√
Hz)を実現すべく改良を進めている。また、準光学アンテナを用いることによ

り、さらなる広帯域化、２次元アレイ化が可能である。現在、これらの技術を用いて、ＬＭＳＡにむけてのカメ
ラ開発を始めている。


